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１ 工芸セン ー 概要 

当所 ，旭川 主要産業 あ 木工芸及び窯業 生産技術向 並び 品質 改善等 研究指導を

行い，こ 工業 振興発展 寄与 こ を目的 設置さ た  

 

。1〃 沿革 

昭和 9 。19」4〃 4  技術指導機関 し 木工，窯業，農産加工を含 旭川 立産業指導所  

設置さ  

昭和18 。194」〃 」  第 次世界大戦 た ，産業指導所を廃  

昭和「1 。194【〃 1  業界 要望，地域 特殊性を生 た 常磐公園 旭川 窯業指導所

設置さ  

昭和「」 。1948〃 10  旭川 共 作業所 設置さ  

昭和」0 。1955〃 4  旭川 共 作業所を廃 し 旭川 木工芸指導所 設置さ  

昭和4「 。19【】〃 4  施設 あい等 理由 ，窯業指導所を木工芸指導所敷地 へ新築移転

 

昭和51 。19】【〃 5  木工芸指導所，窯業指導所を統合し旭川 工芸指導所 改称  

成 8 。199【〃 4  工芸指導所 施設設備 老朽 著しく， 豊岡」条」 目 現 地  

移転  

成 9 。199】〃 1「  旭川 工芸セン ー 改称  

成11 。1999〃 11  変更及び住居表示 実施 所 地住所 旭神 1番1」4】  

緑 丘東1条」 目1番【 変わ  

成「0 。「008〃 5  機構改革 商工観光部工芸セン ー 経済観光部 く

推進室工芸セン ー  

成「」 。「011〃 4  く 推進担当部長 配置及び く 推進室 廃 ，経済

観光部工芸セン ー  

成「【 。「014〃 4  を廃 し，ス 制  

成」0 。「018〃 4  観光ス ー 交流部 新設 伴い， 経済観光部工芸セン ー 経済

部工芸セン ー  

 

。「〃 施設 
 

位  置  旭川 緑 丘東1条」 目1番【  旭川 ー セン ー  

敷地面積  10,」15.】0㎡ 

延床面積  5,5「0.905㎡。うち工芸セン ー 1,8「5.「5㎡〃 

 

訳      

 務 室 101.1」㎡  集 塵 室 5【.【0㎡ 

ー ン 室 」」.94㎡  窯業研究室 19「.【9㎡ 

技術開発室 「0」.40㎡  材料試験室 50.05㎡ 

機械加工室 」【」.9」㎡  製品試験室 55.14㎡ 

合 板 庫 」0.【0㎡  コン ュー 室 【】.0【㎡ 

資 材 庫 9【.00㎡  会 議 室 】9.4【㎡ 

塗 装 室 55.00㎡  ョー ー  1【」.【1㎡ 

木材乾燥ス ース 【5.0「㎡  そ  他 140.】8㎡ 

接着金工室 】0.84㎡    
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。」〃 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。4〃 運営委員会 
当所 滑 運営を図 ，関 業界， 識者等 意見を 映 た ，旭川 附属機関 し

旭川 工芸セン ー運営委員会を設置し ， 成「9 度 成「9 10 10日 開催した  

 

業界代表 学識経験者 

旭川家具工業協 組合 長谷川将慶 
地方 立行政法人 海道立総合研究機構 

森林研究本部 林産試験場 
関  人 

      關口 洋  海道立旭川高等技術専門学院 佐藤 勝幸 

旭川建具 業協 組合 児玉 好  東海大学 笹川 寛  

旭川地方木材協会 津橋 央 
国立大学法人 

海道教育大学旭川校 
岩永 啓  

旭川木 モ 組合 高橋 秀寿 海道 ン コー ー ー協会 渋谷あ さ 

旭川陶芸協会 滝野沢泰子   

   
※ 任期 成 「9 1「 1 日 成 」1 11 」0 日ま 「 間 

   

 

。5〃 主要設備 
 

試験研究用機械      

」 次元 （A）/（AM ス   椅子強度性能試験機  UV 塗装乾燥試験炉 

5 軸制御 N（ ー 実験機  形状粗さ測定器  振動試験装置 

体 分 測定 ス   材料接合部強度試験機  恒温恒湿環境試験機 

家具強度試験機  耐光性試験機  家具等繰返し耐久性試験機 

     

加工機器      

各種汎用木工機械  側 付コー プ ス  高周波発信機 

炭酸 ス ー 彫刻 ス   ー ン ン  木工用  

ワ ン ー     

     

窯業機器      

真空土練機  電動   蓋式電気炉 

ー   機械   ス炉実験機 

  電気窯  耐火度試験機 

ープ ス  ス窯  電動 板製造機 

経済部長 

 

工芸セン ー 

所長 

 

企 調整 

庶務 

情報 集提供 

販売 進支援 

技術指導 

人材育成 

技術開発 

製品開発 

試験分析 
嘱託職員。技術指導〃   1 人 

嘱託職員。機械保守整備〃 1 人 

機構  1 課 ス 制  11 人 

ス  

10 人  
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。【〃 使用料及び手数料 
① 使用料 

設 備 
1件 単位 

。時間〃 

使用料 

。 〃 
設 備 

1件 単位 

。時間〃 

使用料 

。 〃 

木 

工 

機 

械 

帯のこ盤 1 310 

木 

工 

機 

械 

ス ー ン ー 1 480 

高 度単軸面取盤 1 300 プ ス機 1 1,200 

卓上ボー 盤 1 270 5 軸制御 NC ー 実験機 1 3,150 

ン 式横切丸のこ盤 1 320 炭酸 ス ー 彫刻 ステム 1 2,430 

高 丸のこ盤 1 310 ワイ ベ ン ー 1 1,100 

角のみ盤 1 280 長円ほぞ取機 1 570 

ボ孔ボー ン マ ン 1 470 自動長穴明機械 1 520 

手押かんな盤 1 310 コー ー ッ ン マ ン 1 520 

自動かんな盤 1 370 糸のこ盤 1 290 

4 軸ほぞ取盤 1 390 
試 

験 

機 

器 

耐光性試験機 1 860 

エッジベ ン  1 420 恒温恒湿環境試験機(大) 24 5,310 

ップソ  1 360 恒温恒湿環境試験機( ) 24 1,390 

4 点式万能帯 盤 1 350 家具強度試験機 1 720 

高周波加熱装置 1 740 振動試験装置 1 4,350 

そ 付昇降盤 1 470 窯業 

機械 

電動ロ ロ 1 120 

高周波  1 630 真空土練機 1 150 

カッ ボ ン 面取機械 1 730  

 

② 手数料 

業 務 1 件 単位 
手数料 

( ) 
業 務 1 件 単位 

手数料 

( ) 

木 材 

木質材 

試 験 

強度試験 5 試片(料)ま  610 塗料及び 

塗膜試験 

塗膜強度試験 1 条件 5 試料ま  270 

含水率測定 1 条件 5 試片(料)ま  370 耐摩耗試験 5,000 回  280 

接着力試験 1 条件 5 試片(料)ま  610 振動試験 1 条件 31,500 

製 品 

性 能 

試 験 

繰返 荷重試験 4,000 回  1,760 
そ 他 木工関連試験 

31,500 以  

そ 都度市長 定  繰返 衝撃荷重試験 4,000 回  1,760 

静的強度試験 1 条件 830 

窯業試験 

調整 

吸水試験 1 試料 330 

衝撃試験 1 条件 830 強度試験 1 試料 530 

耐久性試験 12,500 回  3,680 乾燥試験 1 試料 210 

恒温恒湿処理試験(大) 1 日 5,580 材料調整 1kg 680 

恒温恒湿処理試験( ) 1 日 1,670 
そ 他 業務 

31,500 以  

そ 都度市長 定  恒温水槽試験 1 日 300 

試験分析成績証明書 1 件又 1通 210  
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 技術指 各種相談 
   企業 依頼に応 技術 設備 管理計画等 個別課題に関 ，次 指 相談を行った。 

 

技術指 技術相談 容 技術指  相談 

木材乾燥関連  1   1 

コンピュ 関連技術 27   14 

イン関連技術     1     2 

木材加工技術 木材加工等  21 10 

接着接合 塗装技術     6    3 

材料強度関連    0  1 

製品 品質，性能に関 技術 JIS試験等      9 16 

窯業技術 釉薬，成型，焼成      9     6 

そ 他 補助金申請支援，加工過程，研究支援，展示会支援 他  2 35 

計 76 88 

  ※技術指 に 巡回技術指 外部講師に 企業実地指 を含 。 

 

 機械設備使用 試験分析業務 
(1) 機械設備使用 

設 備 名 件数 時間 設 備 名 件数 時間 

木 

工 

機 

械 

帯のこ盤 58  88 

木 

工 

機 

械 

高周波 ー   41   61 

高 度単軸面取盤 17 17 ー ン ー   2    2 

卓上ボー 盤 2 3 プ 機    1    1 

ン 式横切丸のこ盤 47   55 ５軸制御ＮＣ ー 実験機  54 113 

高 丸のこ盤 48 71 炭酸 ー 彫刻 テム 102 185 

角のみ盤    8    8 ワイ ベ ン ー   92  101 

ボ孔ボー ン マ ン    2    5 長円ほぞ取機   6  11 

手押かんな盤   83  120 コー ー ッ ン マ ン   3   8 

自動かんな盤 103 113 糸のこ盤    9   26 

エッ ベ ン ー  32   45 
そ
の
他 

真空土練機    4   ㈲㈱ 

プソ  5㈱   55 耐光性試験機    「   ㈲「 

点式 能帯のこ盤  5  8 振動試験装置    ㈲    ㈲ 

付昇降盤 ㈲78  「重7         

総 件 数  重5㈱件  総 時 間  ㈲,4㈲6時間 

 

(「) 試験分析業務 

業 務 内 容 件 数 業 務 内 容 件 数 

木 木質 試験  
製品性能試験 

  繰返し衝撃荷 試験 

  静的強 試験 

  衝撃試験 

  耐久性試験 

 

46 

「8㈱ 

重重 

   ㈲6重 

強 試験 」7 

含水率測定 ㈲「 

接着力試験  

  接着力試験 ㈲8 

恒温恒湿処理試験 

  恒温恒湿処理試験 小  

 

㈲5 
塗料及び塗装試験 

  耐摩耗試験 

 

重 
恒温水槽処理試験 

  恒温水槽試験 

 

     ㈱ 

総 件 数  685件 
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 研修会 講習会 講演会 
企業に け 総 的 術を備え 人 を育成す 企業社員等を対象 し 術 能の基礎 

知識 応用 術 最新 術等に い 実践的講 等を開催し 。 

 一般 民向けの講習会や 小学生 校生を対象 し 製作体験 学習会等を開催し 。 

 
事業  

研修 ／講習会  
マ／内容 期 間 

参加者数 

延  
講  師 

の サマ ンプ 

木工コ  

全 「回  

㈲ 回目  

ンタ ン プ 

－「重.7.」㈲ 

～8.㈲ 
7人 

入企業  
ササ 工芸 和建  

  パ  

工場見学 －「重.8.「 」5人 
見学企業  

ン ハ コサ ン 
媚山鉄工 峰鉄工  

「回目  

ンタ ン プ 

－「重.8.7 

～8.8 
4人 

入企業  
メ コ 和建  
ササ 工芸 

工場見学 －「重.8.重 「7人 
見学企業  

 いさ や 山岡木 工業  
フ 長谷川工作所 

旭川工芸 術等継 事業 

家 実習コ  

全 7回  

椅子試作の 術及び工程

の理解 

－「重.㈲㈱.4 

～㈲㈲.㈲5 

うち7日間  

75人 

嶺工匠 

代表 田 幸男 氏 
 
仁木木地製作所 

代表 橋 克徳 氏 

旭川工芸 術等継 事業 

建 実習コ  

全 」回  

伝統建 の製作 術に

い の理解 
 
組子の製作 術に い  

破 麻の葉  

－」㈱.「.6 

～「.8 

」日間  

㈲「人 
和建  

代表 締役 木  均 氏 
 

旭川工芸 術等継 事業 

学コ  

全4回  

伝統 術の継  

～木彫の世界～ 
－「重.7.「7 「」人 

木彫 ワ 

代表 中川 貞司 氏 

佐F）A「㈱㈲7コン 試作

製品 のプロセ  
－「重.重.6 44人 

－iっぞshi Makiそぞ ）esigそ 
代表 締役社長 牧   仁 氏 

 
ワ サ 
代表 締役社長 若狭 弘  氏 

ンの挽物師 －「重.㈲㈱.㈲7 6重人 

ン在 木工旋盤作家 
フ ンソン 氏 

 
 通訳 ン交流センタ  

 宮嶋 健夫 氏 

徳島家 の現状 冨士フ

チ の 組 

～ の の見え

を目指し ～ 

－」㈱.「.8 」4人 
冨士フ チ  
代表 締役社長 川  徹 氏 

旭川工芸 術等継 事業 

民向け講習会 
旭川家 木工体験 －「重.㈲㈱.「㈲ 重人 

いさ や 
代表 締役会長 關口 浩樹 氏 

代表 締役社長 關口 洋平 氏 
 
 旭川家 工業協 組  

 家 コン  渡邉 代 氏 
 

当所職員   千葉  甲 
        塩飽 大輔 

猪川 達也 
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窯業講習会 
陶 漆の関わ 金継

に 陶磁器の再生 
－「重.重.7 「㈲人 

漆芸家 漆工芸品修復師 金継 師 
 藤田 裕 氏 

窯業 術研修会 

全 4回  

基礎釉 着色金属 焼成

の組 せに 釉薬の発

色 

－「重.㈲㈱.㈲8 

～㈲㈲.8 

うち4日間  

」4人 当所職員   藤亜沙美 

親子木工体験教室 
旭川の木工業に い  

加工体験  
－」㈱.㈲.㈲」 ㈲8人 

当所職員    小関  敬之 
千葉  甲 
塩飽 大輔 
猪川 達也 
板垣 和憲 

計 「」回開催 「7日間 4㈲「人  

 

 販売促進支援事業 
家 建 小木工及び窯業の各分 に い の企業 開発し 新製品の紹介 地場産

品の販路拡大を図 各種展示会の開催 出展支援を行 ｡ 

 

展示会 ／ マ等 開催期間 概 要 

家 

具 

国際家具 ンフェ 旭川2017 

ンコンペ ョン 

入賞入選作品展 

応募国数 30か国 地域 

応募点数 683点 

入賞入選作品数 25点 

H29.6.21～6.25 会  場 旭川 ンセンタ ほか 

H29.11.20～11.22 会  場 東京ビッグ  

IFFT/ ン フスタ ビング H29.11.20～11.22 

会  場 東京ビッグ  

出展者数 10社 

来場者数 16,654人 

小
木
工 

旭川 フ 展 2017 H29.6.13～6.25 

会  場 ザイン ャ ー 

     チェアーズ ャ ー 

出展者数 86 者 

窯 

業 

第「1回旭川陶芸 ェ バ  

自然 やさ く 人 やさ く  
－「9.9.「」～9.「4 

会  場 北地域旭川地場産業 

振興センタ  

出展者数 114窯 

来場者数 10,」94 人 
 

 情報収 提供事業 
(1) 成「9  事業報告書 「00 部 

(「) 工芸ニュ  第81号  400 部 

(」) 拡充 

(4) ク ッ ニュ  
 

成「4 発行 い ク ッ を 活用 や く ニュ 海

外 観 客向け 英語版 Asaしじkaてa crafっs map 併せ 発行。 

発行部数 日 語版 1」,000部 英語版 4,000部 合計 17,000部 
 

(5) 実態調査 
 

旭川地域 け 木製家具 木製建具製造業 実態調査を行 た。 
     

 

 

調査内容 件 数 

木製家具製造業実態調査 70 

木製建具製造業実態調査 「」 

計 9」 
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 人材育成 販路開拓 製品開発支援事業 (詳細 P8 掲載) 
(1) 旭川工芸 術等継 事業(実習コ 学コ 市民向け講習会) 

(「) く キャン  

(」)  親子木工体験教室 

(4) 窯業講習会 

(5) 窯業 術研修会 

(6) 産カンバ類 高付加価値用途 術開発 

(7) 国際家具 ン ェ 旭川(I達）A)「017 

(8) 旭川ク 展「017 

(9) 「1sっ 旭川陶芸 ェ バ  
 

 入研修 
旭川地域 企業 教育 関 機関 依頼 応 術者 学生等 入研修を行 た。 

 

学校 等 内 容 入人数(人) 

旭川家具工業協 組合 能五輪国際大会家具職種研修 1 

北海 旭川工業高等学校 ンタ ン ッ  「 

旭川地域企業 石膏型製作 鋳込 成形 「 

旭川地域企業 鉋 ノ 等 手工具 込 方 1 

旭川地域企業 釉薬 い  1 

計  7 
     

※ 能五輪国際大会 詳細 い P15 掲載。 

 

 職員派遣  
  関 機関 団体 依頼を け 地域産業 振興 支援 た 職員を派遣 た。 

 

10 講師 審査員 委員等派遣 
関 機関 団体等 依頼を け 対象業界 活動を支援 た 職員を派遣 た。 

 

11 そ 支援 
 (1) 地域 来投資 進法 基 く基 計 認定 

木製品製造業界 行う 地域 ン 確立 発信 海外 ケッ 進出 拡大 等

組 対 国 支援措置活用を図 く 」9 府県70計 一 初認定を けた。 

   基 計 対象 区域 旭川市 東神楽 東川  

   計 期間 成「9 9月「9日 成」4 日  

派 遣  派遣期間 派遣職員 

国際家具 ン ェ 旭川 

開催委員会事務局 

－「8.10.1～－「9.7.」1 

10ヵ月  
猪川 也 

派 遣  派遣期間 派遣職員 

林産試験場 

北海 こ 木工作品コンク 審査委員 
－「9.9.14 

所長 

三浦 仁 
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川工芸 術等 事業 

 

 事業 ，実習 ， 学 及び 民向 講習会 地域 人 育成事業 あ ， 川

地域 活躍 い 術者 加え，全国的 活動 い や 術者 講師 招

い ， 地域 術者 若手 ，地域 術者 ワ ，様々 講習会 開

催  

 

● 家 実習  

椅子 製作方法 習得 目的 ，7 回 実習 行  

 

   椅子試作 術及び工程 理解 

 内  容  ン ン 設計 製品 組

工程全般 

 開催日時  成 「9 ㈲㈱ 4 日 水 ～㈲㈲ ㈲5 日 水 う 7 日間 ㈲8野㈱㈱～「㈲野㈱㈱ 

 会  場  工芸 ン  機械加工室 

 講者数  8 人 8 企業  7 日間 延 75 人 

 講  師  田 男 氏 嶺工匠 代表  

        橋 克徳 氏 仁木木地製作  代表  

 

 

 

 

 

 

        

 

                                   

● 建 実習  

伝統建 製作 術 理解 目的 ，」 回 実習 行  

 

   伝統建 製作 術 い 理解 

 内  容  組子製作 破 麻 葉 手法全般 

 開催日時  成 」㈱ 「 6 日 火 ～「 8 日 木  」 日間 ㈲」野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

 会  場  工芸 ン  機械加工室 

 講者数  4 人 4 企業  」 日間 延 ㈲「 人 

 講  師  木 均 氏 和建  代表 締役  

 

 

 

 

 

 

 

 

実習風  

 

実習風  

 

実習風  

 

実習風  
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● 学  

製作 術 幅広い 知識 情報 習得 ， 専門家 招 い ，講

習会 開催  

 

第 回目：伝統 術 ～木彫 世界～ 

 内  容  木彫実演，各地 実演 行う意義，買い手 望 木彫 過去 現 い  

 開催日時  成 「9 7 「7 日 木 ㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

 会  場  工芸 ン  機械加工室 川 丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6  

 講者数  「」 人 8 企業 ㈲ 団体  

 講  師  中川 貞  氏 木彫 ワ 代表  
 
第 回目：佐達）A「㈱㈲7 ン 試作 製品  

 内  容  心構え， ン ン 発想 着眼点， ン

試作品製作 向 作 手 や ，製品 向 筋

後 目標 

 開催日時  成 「9 9 6 日 水 ㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

 会  場  ン  研修室 川 丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6  

 講者数  44 人 ㈲8 企業 団体  

 講  師  牧   仁 氏 住じ図ぞ囲しじ ２a丁じ寿ぞ ）ご囲じg寿 代表 締役社長  

        若狭 弘  氏 ワ  代表 締役社長  
 
第 回目： ン 挽物師 

 内  容  木工旋盤 加工 刃物 研 実演，木工旋盤 数学的知識 解説，

木工旋盤 作品制作 ン ，作品 紹 ン 解説 

 開催日時  成 「9 ㈲㈱ ㈲7 日 火 ㈲8野」㈱～「㈲野㈱㈱ 

 会  場  工芸 ン  機械加工室 川 丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6  

 講者数  69 人 「6 企業 団体  

 講  師  ン ン 氏 ン 木工旋盤作家  

        宮嶋 健夫 氏 通訳： ン交流 ン  
 
第 回目：徳島家 現状，冨士 組～ 見え 目指 ～ 

 内  容  冨士 製品 納入事例，業務改善 情報 元 ， 品生産 転

換 至 経緯， 見え 成 組 ， 後 向

事業計  

 開催日時  成 」㈱ 「 8 日 木 ㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

 会  場  ン  研修室 川 丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6  

 講者数  」4 人 ㈲「 企業  

 講  師  川  徹 氏 冨士  代表 締役社長  

 中川氏 

第 ㈲ 回  

牧 氏 若狭氏 

第 「 回  

氏 

第 」 回  

川氏 

第 4 回  
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● 民向 講習会 

地域 方々 地場 木製品 知見 広 い ，講習会 川家 木工体験

開催  

 

 内  容     工場見学  

木製計 ン 製作体験 

 開催日時    成 「9 ㈲㈱ 「㈲ 日 土 9野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

 見 学 先    い や 川 永山 「 条 9 目 ㈲ 番 「  

川 ン ン 川 永山 「 条 ㈲㈱ 目 ㈲ 番 」5  

   製作体験場   工芸 ン   

 講者数    9 人 

 

 

 

ン  

 

川地域 校生 象 ， 企業 就業体験 通

地域 産業 理解 深 ，進路 選択肢 ㈲ 定着 せ

目的 ン 事業 工芸 ン

木工 工業 術 ン 機械 開催  

「 実施 ，㈲ 日目，「 日目 木工 鉄工 現場

赴 ，従業員 作業 行う ン ン 行い，最

終日 木工 鉄工 両業種 訪問 工場見学 行  

 

 開催日時 第 ㈲ 回 成 「9 7 」㈲ 日 ～8 「 日 水 」 日間  

第 「 回 成 「9 8 7 日 ～8 9 日 水 」 日間  

※ 各日 9野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

 入企業  木製品： 工芸， 和建 ， ，  

        鉄工業： 日 工業 ， 乾燥機 ， 全 ㈲7 社 

 見学企業  木製品： ン ， ン， い や，山岡木 工業  

        鉄工業： 峰鉄工 ，媚山鉄工 ， ， 長谷川工作  

 講者数  7」 人 第 ㈲ 回 4「 人，第 「 回 」㈲ 人  

 

 

 

工場見学 様子 見学 様子 

就業体験 様子 

製作体験 様子 
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親子木工体験教室 

 

日 数 家 産地 数え い 川地域 川 ，東川 ，東神楽 理解 深

う 目的 ，親子 象 家 製作体験や地域 家 産業 い 学習等 体的

実施 体験教室 実施  

 

 内  容  製作，加工実演 

        小学生向 地域 木工産業 講習 

 開催日時  成 」㈱ ㈲ ㈲」 日 土  ㈲㈱野㈱㈱～㈲4野4㈱ 

 会  場  工芸 ン  会議室 機械加工室 

 講者数  ㈲8 人 小学校 4 生以 児童 保護者 9 組  

 講  師  工芸 ン 職員 

 

 

 

窯業講習会 

 

陶芸 魅力的 関連 術 い 知識 深 ，

作陶 幅 広 目的 ，陶磁器製造業関係者 象

講習会 開催  

講師 東川 点 活動 い 漆芸家，漆工芸品修復師，

金 師 藤田丈裕氏 迎え，割 陶磁器 漆 ，蒔絵

施 金 術 い ，実演 交え 講義 実施  

金 ，日 特 美意識 ， 大 精神 生

，傷 あえ 美 際立 せ 新

ン 加え，陶磁器 魅力的 蘇 せ 法 あ ， 講

者 ，金 術 間近 見 ，多 驚 や発見 あ

う  

 

   陶 漆 関わ 金 陶磁器 再生 

 内  容  金 工程 接着， 地，中塗 ，蒔絵 講義 実演 

 開催日時  成 「9 9 7 日 木  ㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

 会  場  工芸 ン  窯業研究室 

 講者数  「㈲ 人 ㈲7 窯 企業  

 講  師  藤田 丈裕 氏 漆芸家，漆工芸品修復師，金 師  

木工産業 講習 製作体験 様子 製作体験 様子 

講師 金 実演 
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窯業 術研修会 

 

 研修会 ， 川地域 窯業 術向 術者育成 向

術 知識習得 目的 毎 開催 ， ，釉薬

発色 影響 及 基礎釉 組成 着色金属 種類 添加

焼成雰 気 い 体系的 理解 深 ， い 発

色 得 う，調 や焼成 手法 身 主軸 ，

着色補助 及び乳濁 や 式 釉調 考察，

伝統的釉薬 成 立 ，釉薬 い 総 的 研修 行  

講者各々 日頃 作陶 抱え 課 や目標 向 主体的

考え， 自 手法 研修 組

，最終日 多種多様 前 ， 講者間 活発 情報交換 行わ ，

当 ン 焼成結果 ， 段 使用 機会 少 い着色金属 発色例 観察

，無限 広 発色 能性 感 う機会  

 

   基礎釉 着色金属 焼成 組 せ 釉薬 発色 

 内  容  基礎釉 着色金属 乳濁 概要， 式，基礎釉 着色金属 焼成 組

せ 釉薬 発色確認 当 ン 概要 ，各自 目標 向 実

験手法 検討， 製作，実験結果 考察 発表 

 開催日時  成 「9 ㈲㈱ ㈲8 日 水 ～㈲㈲ 8 日 水 う 4 日間 延 ㈲㈱ 時間  

 会  場  工芸 ン  窯業研究室 

 講者数  ㈲㈱ 人 ㈲㈱ 窯  4 日間 延 」4 人 

 

 

産 ン 類 付加価値用途 術開発 

 

多 原料 い 効活用 い ，

成 「7 」 間， 海 立総 研究機構林産試験場 共

同研究 組 工芸 ン ， 料強 曲 強 等

や接 部強 測定，試作品 製作及び強 試験 担当  

試作品 ， 幌 展示会 紹 行 比

較 強 劣 ，構造や 口寸法 精 注意 必要

，家 用 十 活用 い 思わ  

共同研究 成 「9 終了 ， 後 性能評価

，地域 利活用 向 組 い 定 あ  

 

＜ 成 「9 実施試験＞ 

● 部 強 試験 曲 強 ，接着 縮せ 断接着強  

曲 強 い ， 比較 約 「㈱％ い値 ，値自体 決 い

，強 求 椅子等 活用 あ 考え  

縮せ 断接着強 い ，破断率 9㈱％ 非常 ，接着性 問 い 確認

， 縮せ 断接着強 ， 比較 約 4㈱％ い結果 ，目 う

部 使用， 抜 際 木破や内部応力変 不安 残 結果  

実習風  

試作品 幌 展示会  
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国際家 ン 川。佐達）A)「㈱㈲7 

 

新 い生活文 提案 発信 目的 ，㈲99㈱ 始

国際家 ン 川 佐達）A ， 川家 工業協同組

， 川 ，東神楽 ，東川 主催 地域 挙

ン ン あ ， 回 節目 ㈲㈱ 回目 開催 迎え  

ン事業 あ 木製家 ン 公募 ン ン

ン ，世界 」㈱ 国 地域 寄せ 68」 点 応

募作品 ，6 点 入賞作品 ㈲9 点 入選作品 選

作品 ， ン ン ン入賞入選作品展 ，建

築家 五十嵐淳氏 ン 展示発表 行わ  

，佐達）A 」㈱ 振 返 特別企 展 佐達）A あゆ

，出展 団体 新作 新提案 発表 川家

ン ， ン ン ン作品 ン

ン，佐達）A 記念 ネ ン ，併催 ン

，織田 ン 川 4 展覧会や， 川

展 「㈱㈲7， 建築 永 使い 展 ，様々 催

行わ  

 

 会  期  成 「9 6 「㈲ 日 水 ～6 「5 日 日  

 会  場  川 ン ン 川 永山 「 条 ㈲㈱ 目  

 来場者数  約 ㈲9,5㈱㈱ 人 

 主  催  国際家 ン 川開催委員会 

 

 

川 展 「㈱㈲7 

 

川地域 製品 堂 集 展示 ，地域 民や多

地域や産業 魅力 広 ，業界振興 目的 ， 川 展 「㈱㈲7 ン

開催  

回 展示会 ， ，新 ン 枠 木工 工芸品 家

製作 営 企業 従業員や， ン 志 い 学生 参加 ， 枠 66 者， ン 枠

「㈱ 者 計 86 者 出展 ン職人 若 職人 ，世代や業種 超え 作 手同士 交流

深 ， 魅力的 産地 発展 い う いう思い 込 ，

会場内 歴史 時事 紹 設置 ， 誕生

日 至 流 楽 出来 う， 工 始 代順 並

，木彫や旋盤等 始 ，素 や商品 多様性 生 至 い や 手 歴

史 感 展示  

78 人 参加 ン ，岩間 雄氏 工 川 木彫 歴史 ， 橋

秀 氏 橋工芸 代表 川 歴史 い 講演 あ ， ン 終了

後 情報交換会 ，学生 質問 答え ，交流 深 い  

小 子供 体験 ワ 開催 ，来場者 楽 せ

， 身近 感 え  

佐達）A あゆ  

川 ン ン  

：佐達）A」㈱ 軌跡展 

：佐達）A 記念制作展 
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 会  期  成 「9 6 ㈲」 日 火 ～「5 日 日  9野㈱㈱～㈲8野㈱㈱ 

 会  場  ン ， 川 宮 通 ㈲㈲ 目  

 出展者数  86 者 

 来場者数  5,㈱」8 人 

 主  催  川 展 「㈱㈲7 実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「㈲囲図 川陶芸  

 

自然 や ，人 や ，や 及 愛好家 大，や 持

人 環境 や 理解 深 う 目的 ， 川や 協会 主催 毎 9

開催 ，展示販売 様々 催 行わ  

実演 ，窯元 見入 来場者 人垣 ，陶芸体験 多 親子連 手び

思い思い 作陶 楽 福袋 ，販売開始 数 完売 盛況 ，収益

金 熊 地震義援金 熊 県 全 寄付  

特別企 展 ，毎日 華や 演出 多数集 い

展 開催 ， ン 手 や い ， 溢 点 ，

各窯元 自信作 目白押 見 えあ 展示 ，目移 気 入 手

来場者 姿 見  

，昨 ，子供 土 触 楽 感 う 目的 ， 小学生 抗 伸

積 競 ，粘土 積 競 実施 ，小学生 無邪気 真

姿 ，会場内 大 盛  

 

  会  期  成 「9 9 「」 日 土 ，「4 日 日 ㈲㈱野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 「4 日 ㈲6野㈱㈱ 終了  

 会  場  川地場産業振興 ン 川 神楽 4 条 6 目 ㈲ 番 ㈲「  

 出展者数  ㈲㈲4 窯 

 来場者数  ㈲㈱,」94 人 

 主  催  川や 協会 川陶芸 実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

ン   

実演 い 展 伸 積 競  
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能五輪国際大会 

 

能五輪国際大会 い ，「 ㈲ 開催 い ， 成 「8 行わ 能五輪全国

大会銀 あ 條恭 氏 ワ 属 入依頼 あ ，5 ㈲㈱

約 5 間，工芸 ン 入研修 実施  

 

●研修内容 

初 鑿，手鋸 手加工 指定 あ 蟻組や，電動工

使 部 加工，扉部等 突板貼 部 練習 中心 行い，

課 絞 後 完成 時間配 見 ，通 練習

主 行 研修期間中 前大会 あ

帯広 等 術専門学院 吹谷氏や 大会 あ

大学 々木准教授 回程来 ，採点評価

意識 練習 行 過去 大会経験者や地域

ン木工職人 術的 助言 研修内容 充実

せ 出来  

 

●大会結果 

回 国際大会 ， 首長国連邦 ＵＡＥ 首都 開催 ，競 ㈲㈱ ㈲5 日

㈲8 日 4 日間 「「 時間 課 ネ あ  

課 湾 設計，競 「 日前 当初 面 」㈱％変更 変更箇

寸法 形状以外 変わ ， 大 変更 感  

結果 ，「9 国 地域 選手 参加 中 ， 條選手 ㈲4 ，近 入賞 果 せ 家

職種 い 敢闘賞 賞 出来 金 湾  

選手 動 共通 い ，加工手順 頭 中 構築 無駄 動 少 い ，電動

工 使い方，特 様々 使い方 い 習熟 い 感 ，

選手 日 製 鋸や鑿，鉋 持 来 い 印象的 あ  

 

條選手 

手鋸作業 各国 選手  
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